















Surmount of Water Resources and Environmental Crisis and 
Strategic Conceptual Will:
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Abstract
United Nations World Water Development Reports No.1(2003), No.2(2006), No.3(2009), 
No.4(2012), No.5(2014) and No.6(2015) were reviewed focused on the examining the present 
situation of water issues. Related to these reports, the genealogy of the International Decade 
for Action "Water for Life" 2005-2015 was summarized. The background of these policy 
making trends influenced to establish the SDG’s agenda which focused on water resolution 
were recognized. The surmount of water resources and environmental crisis is presented 














ねるであろう。本論では、2003 年 3 月に日本で開催された第 3 回世界水フォーラムにおいて




2015 年の 10 年間を「the International Decade for Action "Water for Life", 2005-2015（生命
のための水 10 年）」と定めることが提案された2）。2015 年は「生命のための水 10 年」の最後
の年になるとともに、国連サミットによるポスト 2015 の開発行動が採択され 2015 年 9 月 25
日の国連総会で「SDGs」（国連持続可能な開発目標）が採択された年でもある。
2003 年 よ り 2015 年 に い た る「International Decade for Action “WATER FOR LIFE”
2005-2015」の系譜を整理しよう3）。
1）2003 年
・ 12 月 23 日：国連総会によって採択された決議［第 2 委員会の報告（A/58/485）に基づく］
58/217.「命のための水」国際の 10 年、2005 ～ 2015
本決議の内容は次のとおりである。すなわち、「総会は、2003 年を「国際淡水年」と宣
言した 2000 年 12 月 20 日の総会決議 55/196 を想起し、水は環境の健全性、貧困と飢餓の
根絶を含む持続可能な開発にとってきわめて重要であり、人間の健康と安寧に不可欠であ
ることを強調し、「アジェンダ 21」1、第 19 回特別総会で採択された「アジェンダ 21 の
さらなる実施のためのプログラム」2、「持続可能な開発に関する世界サミット」実施計
画（「ヨハネスブルク実施計画」）3、ならびに、淡水に関する経済社会理事会および持続
可能な開発委員会第 6 会期の決定 4 を想起し、「国連ミレニアム開発目標（MDGs）」に掲









で 2003 年 3 月 23 日に採択された閣僚宣言「琵琶湖・淀川流域からのメッセージ」および
2003 年 8 月 29 日から 9 月 1 日にかけてドゥシャンベで開催された「国際淡水フォーラム」
で 2003 年 9 月 1 日に採択された「ドゥシャンベ水アピール」にも留意し、
1. 2005 年から 2015 年までを「命のための水」国際の 10 年とし、これを 2005 年 3 月 22
日の「世界水の日」から開始することを宣言する。
2. 10 年の目標は、あらゆるレベルで水関連問題をより重視すること、ならびに、「アジェ
















・ 3 月 22 日：「命のための水」国際の 10 年のスタート
・ 7 月 25 日：「命のための水」国際の 10 年の活動を組織化するための行動の国連事務総長
　　　　　　　リポート（A/60/158）.
3）2006 年




・ 8 月：「命のための水」国際の 10 年のキャパシティビルディングの開始（Bonn, Germany）
5）2008 年
・ 1 月 -12 月：衛生の国際年
6）2009 年
・ 12 月 21 日 :「命のための水」国際の 10 年の実施に関する中期総括的レビューに対する解
　　決策の呼びかけ
7）2010 年
・ 3 月 22 日：「命のための水」国際の 10 年の実施ためのハイレベルインターラクティブ対話 . 
　1．水、平和、安全 : 越境水の協力




・ 6 月 22 日：水に関する Dushanbe 宣言
8）2011 年
・ 2 月 11 日：‘持続可能な衛生 :2015 に向けての 5 年’
9）2012 年
・ 6 月 20-22：Rio+20 における成果報告書における「命のための水」国際の 10 年へのコミッ
　　トメントの強調
10）2013 年
・ 1 月 -12 月：国際水協力年
・ 7 月 24 日：すべての人への衛生における世界トイレットデー（11 月 19 日）指定
11）2014 年
・ 2 月 18-19：国連総会におけるポスト 2015 の開発行動の水、衛生と持続可能なエネルギー
　　課題的議論
・ 12 月 4 日：国連事務総長によるポスト 2015 行動に関する前進的統合リポートの提示
・ 12 月 19 日：国連総会における「命のための水」国際の 10 年の解決策と水資源の持続可
　　能な開発の達成への更なる努力の採択
12）2015 年
・ 6 月 9-11：「命のための水」国際の 10 年の実施に関するハイレベル国際会議
・ 9 月 25-27：国連サミットによるポスト 2015 の開発行動の採択
以上の経緯を概括すると、「命のための水」国際の 10 年の総括的成果として、2015 年 9 月
25 日の国連総会で「SDGs」（国連持続可能な開発目標）において、水と衛生に関して独立の
章が採択されたのであろう。




を全体的に紹介した報告書である第1版の「Water for People, Water for Life（人類のための水、
生命のための水）」は、国連環境計画や国連人間居住委員会など 23 の国連機関と国連条約事務
局が作成し、下記の課題を整理した1）。その概要は次のとおりである4）。
概要：「世界水発展報告書－「人のための水、生命のための水（Water for People, Water 
for Life）」－は、もっとも包括的な最新の水資源の状態を概観している。第 3 回世界
































































であろう。国連食糧農業機関（FAO）が調査した開発途上国 93 か国のうち、10 か国では
すでに再生可能な淡水の 40％がかんがいに利用されている。このレベルになると、農業
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「「命のための水」国際の 10 年」の採択に先立って、1977 年国連水会議（アルゼンチン、マ
ルデルプラタ）において、1981 ～ 1990 年の 10 年間を「International Drinking Water and 
Sanitation Decade（国際水供給と衛生の 10 年）」が決定され、1980 年の国連総会において、










「International Decade for Action, ”Water for Life”, 2005-2015 は、真実、水と衛生に関する




く存在することを意味している。しかしながら、2015 年 9 月 25 日の国連総会で「SDGs」（国
連持続可能な開発目標）において、水と衛生に関して独立の章が採択されたことは、大きな成
果といえよう。すなわち、SDG の Goal6 の内容は以下のとおりである7）。
Goal 6. すべての人のための水および衛生の利用有効性と持続可能な開発を確実にすること




6.3  2030 年までに、汚染を削減することにより水質を改善し、不法投棄の削減や有毒化学
物質の放出の最小化、未処理の汚水の率を半減させることにより、地球的にリサイクル
安全な再利用を x% まで増加させる。
6.4  2030 年までに、すべての部門において水利用効率を増加させ、淡水の持続可能な回収
や供給を確実にすることにより水不足に取り掛かり、水不足から苦しみを受けている
人々を実質的に減少させる。
6.5  2030 年 までに、適切な越境的な協力を含む統合的水資源管理の実施。 
6.6  2020 年までに、山、森、湿地、川、帯水層そして湖を含む水関連エコシステムを保護
し復元する。










第 2 次国連世界水発展報告書（2006）「人間開発報告書 2006 ──水危機神話を越えて：水資
源をめぐる権力闘争と貧困、グローバルな課題──」の概要および構成は次のとおりである8）9）。
概要：「第 2 次報告書は、2006 年にメキシコで開かれた第４回世界水フォーラムにあわせて
作成され、「水：共有されるべき責任」というタイトルで、5 部 15 章から構成されて




また、第 1 次報告書では 12 ヵ国における 7 つの事例にとどまっていたケーススタディ















第 2 次国連世界水発展報告書（2006）では、第 1 版が課題提起と政策に焦点を当てているこ
とに対して、水問題の本質的な論点を掘り下げていることが特徴である。



























































































































第 14 章　水 Box からのリスクと不確実性に対する対応
2012 年国連世界水発展報告書（第 4 版）では、水問題の本質的課題である不確実性に対して、
理論的・政策的に言及しているのが特徴である。































第 16 章　“The Future We Want”を実行するためのフレームワーク




国連世界水発展報告書は、21 世紀は「水の世紀」である 21 世紀初頭の水政策イシューを総
括的に整理したものである。この成果を基礎にして、SDGs は 9 月の国連総会で正式に採択さ
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